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Abstract 本研究では、食べ物の写真と食べ物翻訳システムを利用することで、食文化の違いを伝え、コン

ミュニケーションを促進するライフプラットフォームを構築する。インターネット技術の発達で
、様々なプラットフォームが提供される。しかし、信頼性が低い情報の氾濫による社会不安、個
人の時間浪費という問題も生じる。また、言語問題によるコミュニケーションが困難により、価
値がある生活情報を獲得する機会がなくなるという問題もある。本研究はは生活に役に立つ情報
が発信し、言語の制限受けない機能を持つ、理想的ななライフコンテンツを交換するプラットフ
ォームを提案した。それに従って、EATnaviという食べ物の写真の交換、味の表現をするアイコン
、数値を利用してコミュニケーションを行うプラットフォームを実装した。飲食店で注文した食
べ物や自分が作った料理の写真を携帯やパソコンなどを通じて、リアルタイムに「EATnavi」に投
稿し、異なる国のユーザーに向けて公開する。他の国や地域の食べ物の写真をみたり、食べ物翻
訳システムを利用し、他の食べ物の写真を評価させるコミュニケーションを行わせ、異なる食べ
物の経験の共有する事により、異文化に関する理解を深め、より豊な「共生社会」を進化させる
。実装したライフプラットフォームについて評価実験を行った。その結果は生活に役立つライフ
コンテンツの発信が実現し、そのサービスもユーザに利便性をもたらすことが明らかになった。
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EATnavi:ライフコンテンツを共有するプラットフォームの構築

内容梗概

本研究では、食べ物の写真と食べ物翻訳システムを利用することで、食文化の違
いを伝え、コンミュニケーションを促進するライフプラットフォームを構築する。
インターネット技術の発達で、様々なプラットフォームが提供される。しかし、
信頼性が低い情報の氾濫による社会不安、個人の時間浪費という問題も生じる。
また、言語問題によるコミュニケーションが困難により、価値がある生活情報を
獲得する機会がなくなるという問題もある。本研究はは生活に役に立つ情報が発
信し、言語の制限受けない機能を持つ、理想的ななライフコンテンツを交換する
プラットフォームを提案した。それに従って、EATnaviという食べ物の写真の交
換、味の表現をするアイコン、数値を利用してコミュニケーションを行うプラッ
トフォームを実装した。飲食店で注文した食べ物や自分が作った料理の写真を携
帯やパソコンなどを通じて、リアルタイムに「 EATnavi」に投稿し、異なる国
のユーザーに向けて公開する。他の国や地域の食べ物の写真をみたり、食べ物翻
訳システムを利用し、他の食べ物の写真を評価させるコミュニケーションを行わ
せ、異なる食べ物の経験の共有する事により、異文化に関する理解を深め、より
豊な「共生社会」を進化させる。実装したライフプラットフォームについて評価
実験を行った。その結果は生活に役立つライフコンテンツの発信が実現し、その
サービスもユーザに利便性をもたらすことが明らかになった。
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EATnavi Social media for life contents communications

Services.

Abstract

This study discusses the development of a social media that uses photo and

food translation system to spread the culture of food with different countries to

promote the cultural exchange. Users from different parts of the world would

upload photos from their mobile phones or PC on EatNavi of foods they have

ordered at a restaurant or dishes they have made. EatNavi is a system that

allows users to view photos of food from different countries and region and eval-

uate the food through a food translation system. Users use icons and photos to

communicate instead of text. The method of communication has advantages in

overcoming the restrictions of written language barriers. By this method, people

from more countries can publish their own opinions about the food and share

them with other countries. From this act of sharing different food experiences,

the users can better understand each others different cultures.
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